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　出ヶ原集落にある円満寺観音堂は建武２年（1335）、会津領主芦名遠江

守盛宗の息子盛
もり

員
かず

とその息子隆
たか

盛
もり

が北条時行に従い、「中
なか

先
せん

代
だい

の乱」にて

戦い、相模国片瀬川（今の神奈川県鎌倉市付近）で共に戦死したことから、

盛員の妻が夫と子を弔うため、翌年の建武３年（1336）に飛騨の匠 水口

入右衛門の手によって建立したと伝えられています。建築の形式や技法か

ら見て、鎌倉時代後期か南北朝時代初期のものと思われます。

　昭和 38 年（1963）、国指定重要文化財（建造物）の指定にあたって、「会

津地方にはこうした唐
から

様
よう

仏堂は多く見受けられるが、円満寺観音堂は代表

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その47その47
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今
月
は
、
大
山
祇
神
社
で
２
月

11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
旧
暦
元
旦
祭
（
二
年
参
り
）
よ

り
。
11
日
の
午
後
10
時
に
は
地
元

有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歳
ノ
神
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
参
拝

客
の
皆
さ
ん
は
、
パ
チ
パ
チ
と
音

を
立
て
て
燃

え
盛
る
炎
に
、

今
年
一
年
の

無
病
息
災
、

五
穀
豊
穣
を

祈
っ
て
い
ま

し
た
。編   

集   

後   

記

　

今
月
号
の
特
集
で
紹
介
し
た

「
ふ
く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
」
を
２

月
か
ら
試
し
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
プ
リ
で
は
、
歩
数
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

が
、
ス
マ
ホ
を
持
ち
歩
く
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
歩
数

が
伸
び
ま
せ
ん
。
春
を
迎
え
、
目

標
の
１
日
８
千
歩
に
向
け
て
、
積

極
的
に
取
材
に
出
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。（
秦
）

的で細部手法がよくまとまっている。特に軒廻り、小屋組にいたるまで創建当時の材料が保存使用されて

おり、当時の技法を知る上からも極めて貴重な古い建築と云える」と称賛されました。

　円満寺観音堂は南北朝時代の三間堂、入
いり

母
も

屋
や

、総檜材、茅
かや

葺
ぶき

であり、梅宮茂氏著『会津の美術』（昭和

49 年刊）でも、「外観は唐様建築、粽
ちまき

形の総
そう

円
まる

柱
ばしら

、斗
と

栱
きょう

は三斗組、中
なかぞなえます

備斗を設けるが間
けん

斗
と

束
づか

はない。屋根

は入母屋造り、茅葺で、軒は二
ふた

軒
のき

本
ほん

繁
しげ

垂
たる

木
き

、内部は来
らい

迎
ごう

柱
ばしら

で内外陣に分かれ、外
げ

陣
じん

は化粧屋根裏、内陣は

大
だいこうりょう

虹梁を渡し、大
たい

瓶
へい

束
づか

をすえ、中央一間は格
ごう

天
てん

井
じょう

、正面に造
つくりつけしゅみだん

付須弥壇、後方に張り出し厨
ず

子
し

があり、格子

戸建ての特異な厨子を構成、総じて唐様建築手法、南北朝初期の形式技法で創建は建武３年（1336）に

なるだろう」とされています。

　なお、円満寺観音堂はもともと集落中央の真言宗円満寺の境内（出ヶ原集会所の周辺）にありましたが、

昭和 45 年（1970）の解体修理の際、現在地に移転されました。
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